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る。この人たちは，この用語のかわりに， Iポフ。ュラーなうたJ_( das populare 
Lied;Popularlied)， IグループのうたJ(Gruppenlied)， I民衆の歌唱」










1 )ヴァイマラー・アゥスガーベ 1， 41， 20 69真。
2 )ユーリアン・フォン・ブリコウスキー「音楽的著作における民謡概念の歴史。ド
イツ精神史断章」。ハイデルベルク 1933年 514頁。
3 )フリッツ・ボーゼ「民謡 シュラーガ一一一フォークロア」く民俗学雑誌 63
(1967年)>所収 43頁以降に多くの研究者の討議記録が掲載されている。さら
に， ドーリス・シュトソク7 ン 「アルトマルクの民衆の歌唱jベルリン 1962 
年。ヴォルフガング・ズッパン 「民衆の歌唱」の項〈歴史と現代における音楽
一一一以下MGGと略記す〉所収 13頁 1923欄 カッセル 1967年。へァマ
ン・パゥズインガーrw民衆詩j(Volkspoesie)の詩形態」 ベルリン 1968年(=


































5 )ジャン・ M.ラーメロウ 「新聞雑誌的媒体としての民謡と歴史的典拠」く民謡研

































9 )ヒンリヒ・ズイウツ 「ドイツの民謡の歌唱における民話と流行歌 (Modelied)
の関係J<民話研究年報 12 (1967年)所収 1頁。
10)ヴァルター・ヴィオラ 「民謡の衰退とその第二の存在」く音楽時享問題 VI。今
日の民謡〉所収 カッセルおよびパーゼル 1959年 23頁。































12)ヴェアナー ・夕、ンケァト 「西洋の民謡研究j ベルンおよびミュンへン 1966 
年(ダルプ双書 98)。








































の声楽曲J(musica vocalis usalis)， I野卑なうたJ(cantus vulgi) という言








(carmes populare) とし、う言葉は一度も現われないのである! 日世紀以
来ドイツ語の「農民のうたJ( Purengesangk )とか「村のうたJ(dorpsanc) 
とし寸諸概念もまた現われてきた。ミカエル・ブラエトーリウスは， 1916年














15)エアンスト・クルーゼン 「グループのうたJ= 4) 38頁。
16)パウル・レーヴィ 「民謡概念史J= 5) 3頁。
17ヴ、アルター・ヴィオラ 「歴史的考察による『民話』の一般的諸テーセ守の基礎つけ
によせてJ<民謡研究年報 14 (1969年)>所収 6貰。
18)ヴ、アルター・ヴィオラ 「基礎づけによせてJ=17) 6頁以降。
19同上 7頁。

























22)ルッツ・ロェーリヒ 「民話」 シュトゥットガルト 1966年(メソラ一双書
55) 1頁以降。
23)ヨーロッパ地域 国際民族・民俗学辞典 第I巻。民俗文献(ゲルマン系)，執筆


















化や定型化の傾向 例えば， I何と朝はゆく・・J(Wie fruh ist auf...)，あ








るのは「世俗J(1)および「宗教歌J(2) (1聖歌J(2)')， I愛のうたJ(3)， I故郷
のうたJ(ぺ「物語うたJ(5)， I歴史的事件のうたJ(6)などである。それぞれの
( 112) 






























(1) w巴ltlichesLied; (2) geistliches Lied; (2 r Choral; (3) Liebeslied; 
(4) Heim呂tlied;(5) erzahlendes Lied; (6) historisches Er巴ignislied;(7) 
Sagenballade; (8) Marchenballade; (9) Schwankballade; (10) Legendenlied; 
(11) Ratsellied; (12) Turkenlieder; (13) Prinz-Eugen-Lieder; (14) 
Marlborough-Lieder; (15) Schinderhannes-Lieder; (16) Marienlied; (17) 








「アルファベットのうたJ(12)， I問答のうたJ(13)， I粍匂うたJ(14)， I'~皇句を
もっパラーデJ(15)， Iカライドスコープ 万華鏡のJ(16)，または「モザイ
クうたJ(17) (すなわち個々の構成要素の交換や置換が可能)など。うたの音





博士論文 フライブルクプライスガウ 1965年 86頁以降。
28)詩節を際限なく付加してゆくうた，例えば， r司祭は牛を飼っていた」は， 600詩
節以上のものが流布している。
( 1 ) Einstropher; (2) Zeilenlied; (3) Zweizeiler; (4) Dreizeiler; (5) 
Vierzeiler; (6) Achtzeiler; (7) Geruststrophenlied; (8) Kettenlied; (9) 
( 114) 
ルソツ・ロェーリヒ 民謡概念のテキスト学的考察 115 
Schwellied; (10) Aufzahlli巴d; (11) Additionslied; (12) Alphabetlied; (13) 
Dialoglied; (14) Kehrreimlied; (15) Refreinballade; (16) Kaleidskop-; ( 17) 




分，たとえは、「童歌J(1)， I青年クループのうたJ(2)， I学生歌J(3)， I男性の





































Irラインの守 1)j (Die Wacht am Rhein)をうたう人は， rインターナショ
ナルのうたj(Internationale)をうたわない。誰が子守うたをうたうのだろっ
か? rぁ、ェルスライン，可愛いエルスラインHAchElslein， liebes Elslein) 
のうたが好きでたまらない人は， rミュンへンにあるホーフブロイハウスj(In 
Munchen steht ein Hofbrauhaus)のうたをうたいたがらなL、。こちらで『神
はわが堅き城j(Ein' feste Burg ist unser Gott)が響きわたれば，あちらに
は『洗礼の約束のうたj(Fest so1 mein Taufbund immer stehen)が鳴りわ
たるJ30)。
29)ウイルヘルム・ベルンスドルフ 「社会学辞典」 第二版 シュトゥットガルト
1967年 「グループ」の項 (397頁)を参照されたい。
(116) 
ルッツ・ロェ リヒ:民謡概念のテキスト学的考察 117 
30)エアンスト・クルーセーン 「グループのうたJ(ニ 4)) 36頁。
( 1 ) Kinderlied; (2) lugendgruppenlied; (3) Burschenli巴d;(4) Mannerlied; 
( 5) Frauenlied; (6) Madchenlied; (7) Frauenstrophe(n); ( 8 ) Non 
nenklage(n); (9) Erotische Lieder; (10) Soldaten-; (11) Zunftli巴der; (12) 
Se巴mannslied; (13) Landsknechtslied; (14) Auswandererlied; (15) (10) 
(16) Studentenlied; (17) Bergmannslied; (18) Arbeiterlied; (19) 
Handwerkerslied; (20) Weberlied; (21) Schneiderlied; (22) Mullerlied; (23) 
Sololied; (24) einstimmiges Lied; (25) mehrstimmiges Lied; (26) Ich-Lied; 
(27) Wir-Lied; (28) Gruppenlied; (29) G巴meinschaftslied; (30) Gesell 















あって，これには例えば、， 1杭打うたJ(21)(22)， 1ぶどう絞りのうたJ(23)， 1乳




( 1 ) Morgenlied; (2) Abendlied; (3) Spinstubenlied; (4) Brauchtumslieder; 
( 5) Brauchlieder; (6) Dreikonigslied; (7) Adventslied; (8) Fronleich 
n旦hmslied; (9) Neujahreslied; (10) Osterli巴d; (11) Passionslied; (12) 
Weihnachtslied; (113) Geburtstagslied; (14) Hochzeitslied; (15) Totenlied; 
( 16) Totenkl呂宮巴 (17)Wallfahrtslied; (18) Wanderlied; (19) Arbeitslieder; 
(20) Arb巴itsleitendeLieder; (21) Rammerlied; (22) Pilotenschlagerlied; (23) 
K巳lterlied; (24) Melklied; (25) Butterlied; (26) Hopfenpfluckenlied; (27) 
Jatelied; (28) Kloppellied; (29) Stricklied 
5 歌唱の場所と時
この分類であっかわれるのは， I教会のうたJ(1)， I合唱団のうたJ(2)， I学






















ロギー・イム・アウフリス〉所収 第二巻ベルリン 1954 10頁以降。
( 1 ) Kirch巴nlied;(2) Gesangvereinslied; (3) Schullied; (4) Almlied; (5) 
B呂nkellied;( 6 ) hofelied; ( 7 )Marktlied; ( 8 ) Strasenballade; ( 9 ) Gassenhauer; 
(10) schwabliches; (11) bayrisches; (12) frankisches; (13) Marien-; (14) 
Legendenlied巴r; (15) Wilderschutzen-; (16) Almlieder; (17) Jodeln; (18) 


























































(In Frankreich sind viele gefallen)は，革命的な労
ロイナで多くの人がたおれた
ロイナで多くの労働者の血が流れた
(Bei Leuna sind viele gefallen 








































ルッツ・ロェーリヒ 民謡概念のテキスト学的考察 123 
* I民謡便覧 第二部J R.プレードニヒ/L・ロェーリヒ/W・ズヶパン
編 (1974年干IJ ミュンヘン)を指す。




35)ヴォルフカツグ・シュタイニソツ 「労働者歌曲と民謡j ベルリン 1965年。〈ド
イツ科学アカデミ 研究報告言語・文学・芸術部門〉所収 1965年度第8
分冊 5頁以降。
36)ズイークフリ ト・クロソセ 「ドイツ民誌における水車小屋と紛屋」 くオー
ストリア民話研究年報 11 (1962年)> 8 -35頁。
37)エアンスト・クルーセツ 「時事的なうたJ <民俗学雑誌 53(1956/57年)> 
戸斤4又 184 頁。
38)ヴォルフガング・ズッパン 「民謡J(= 13)) 27頁以降。
( 1) Wander-; (2) Marsch-; (3) Tanz-; (4) Schunkel-; (5) Trink-; 
( 6 ) Schlafli ed巴r;(7) H巴isch巴lieder;(8) Zeitungslieder; (9) Lobli巴d;(10) 
Spottlied; (11) sozialkritische Lieder; (12) engagierte-; (13) manipulierteー，
( 14) gesellschaftskri ti sch巴 Lieder; (15) Bauernklag巴n; (16) Volkslieder 
d巴mokratischenCharakters; (17) Protestlied; (18) Protestson耳;(19) Kriegslied; 
(20) Stand巴lied;(21) revoluzionares Arbeiterli巴d;(22) revoltionares Lied; (23) 
Brautabschiedslied; (24) Kranzlied; (25) Haubungslied; (26) Polter且bendlied;
(27) Wegsperrunglied; (28) religioses Lied; (29) Ehestandslied; (30) 



















































































の j， "scipー “「舵(権力)の j， "todliod“「葬送のうたj)，下って，中高ド




学史事典第二版第二巻ベルリン 1965年> 42-62頁，とくに 43頁。
45)ハンス・シュヴアルツ 「占高地ドイツ語の『リオト liodjとその言語領域 <P




)~ '/ツ・ロェ リヒ:民謡概念のテキスト学的考祭 127 
トとして存在するのみではなく一一一詩もそうだが一一歌唱として存在する
のである。テキストなしのメロディーのみということもありうる「例えは、'






















































































ミリ印刷」 メッツ 1932年 49頁。






































トフ・ウォルブス 「ンユラーガー。 その蒐集，分析，記録」 プレーメン
1963年。
( 131) 
